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▽
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
運

動〔
日
程
〕
２
月
１
日
�

〔
講
師
〕
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
体
を
巧
み
に
動
か
す
能
力
の

訓
練
）

〔
日
程
〕
２
月
８
日
�

〔
講
師
〕
大
胡
淳
二
さ
ん
（
や
ま
ね

メ
デ
ィ
カ
ル
）

▽
健
康
体
操
教
室

〔
日
程
〕
２
月　

日
�

１５

〔
講
師
〕
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員

▽
嚥
下
（
飲
み
込
み
）
の
教
室

〔
日
程
〕
２
月　

日
�

２２

〔
講
師
〕
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員

〔
時
間
〕
各
日
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

１６ー
こ
ま
え
苑
�
（
３
４
８
９
）
２
４

１
７
へ
。

▽
シ
リ
ー
ズ
「
医
療
か
ら
み
た
介
護

予
防
」

〔
日
程
・
講
師
〕
２
月
９
日
�
中
村

一
郎
さ
ん
（
狛
江
市
歯
科
医
師
会
）、

　

日
�
伊
東
伸
夫
さ
ん
（
狛
江
市
薬

１４剤
師
会
）、　

日
�
秋
山
實
さ
ん
（
狛

２０

江
市
医
師
会
）

▽
健
康
づ
く
り
教
室

〔
日
程
・
会
場
〕
２
月
２
日
�
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
、　

日
�
こ
ま
え
正

１６

吉
苑
、　

日
�
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ

１９

ー〔
内
容
〕
体
操
と
講
話

〔
時
間
〕
各
日
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

１６ー
こ
ま
え
正
吉
苑
�
（
５
４
３
８
）

２
５
２
２
へ
。

　

歯
と
口
腔
の
健
康
を
守
る
こ
と

は
、
全
身
の
健
康
に
関
係
し
ま
す
。

「
お
い
し
く
食
べ
て
、
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
、
健
康
で
い
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
口
腔
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

〔
日
程
・
内
容
〕
左
表

〔
時
間
〕
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕　

歳
以
上
で
全
回
参
加

６５

で
き
る
方

〔
定
員
〕　

人
２０

〔
講
師
〕
歯
科
医
師
、
健
康
運
動

指
導
士
等

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
３
時
〜

２３

４
時　

分
３０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
定
員
〕
１
０
０
人
程
度

〔
講
師
〕
大
橋
謙
策
さ
ん
（
日
本
社

会
事
業
大
学
学
長
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課　

〔
日
時
〕
２
月
３
日
�
午
後
１
時
〜

４
時

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
定
員
〕
先
着　

人
７５

〔
講
師
〕
茨
木
尚
子
さ
ん
（
明
治
学

院
大
学
助
教
授
）
ほ
か

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
障
害

者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
�

（
５
４
３
８
）
３
５
３
３
、
�
（
３

４
３
０
）
９
７
７
９
へ
。

内　　　　容日　程

簡単な口腔診査、機能診査、口腔の仕組み
実技：健口体操

１月２５日�

噛むことの大切さ、口腔清掃の仕方
実技：健口体操

２月１日�

口腔清掃と気道感染（誤嚥性肺炎）
実技：健口体操

２月１５日�

嚥下機能のメカニズム
実技：健口体操

３月１日�

唾液の働き
実技：健口体操

３月１５日�

加齢に伴う機能の衰え
実技：健口体操

３月２９日�

　

高
齢
の
方
が
楽
し
み
な
が
ら
気
軽

に
運
動
で
き
る
「
う
ん
ど
う
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
に
自
身
の
な
い
方
や
運
動
は

ち
ょ
っ
と
苦
手
と
い
う
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
や
さ
し
い

教
室
で
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
の

で
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
毎
月
第
１
金
曜
日
午
前　
１０

時　

分
か
ら
（
小
雨
決
行
）

３０
〔
会
場
〕
西
河
原
公
園
内（
噴
水
横
）
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お
昼
ご
飯
を
皆
さ
ん
で
楽

し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お

友
だ
ち
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
で
自
力

６５

ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
る
こ
と
で
会
食
会
に

参
加
で
き
る
方

〔
自
己
負
担
金
〕
１
回
５
０

０
円

※
申
し
込
み
は
１
人
に
つ
き

１
会
場
ま
で
で
す
。
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介
護
予
防
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

介
護
予
防
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

介
護
予
防
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

募集人員曜　日会　　場

若干名第１火曜日
あいとぴあセンター

１０人程度第２金曜日

若干名第２金曜日南部地域センター
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広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）１ 月 １５ 日　�

まま
もも
なな
くく
税税
のの
申申
告告
時時
期期
でで
すす

ま
も
な
く
税
の
申
告
時
期
で
す

ま
も
な
く
税
の
申
告
時
期
で
す
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２
月　

日
�
〜
３
月　

日
�（
土
・

１６

１５

日
曜
日
を
除
く
）

※
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
、

２
月　

日
�
・
３
月　

日
�
に
申
告

２５

１１

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
）。

 
〔
市
民
税
・
都
民
税
申
告
書
〕
課
税

課

提
出
先

■確定申告書作成アドバイス日程

会　　　場相談時間相談人員月　日

中央公民館地下ホール午前９時３０分～正午
午後１時～４時　　

２７０人１月２４日�

２３０人１月２５日�

２３０人１月２６日�

２００人１月２９日�

※午前８時から中央公民館入口で整理券を配布します。
※ご自身で確定申告書を作成していただきます。
※職員は作成方法のアドバイスを行います（２９日�のみ税理士会によるアドバイスです）。
※武蔵府中税務署では、２月１８日・２５日の日曜日は開庁します。

〔
所
得
税
確
定
申
告
書
〕
武
蔵
府
中

税
務
署

※
計
算
・
記
入
済
み
の
確
定
申
告
書

は
、
申
告
期
間
中
（
２
月　

日
�
・

２５

３
月　

日
�
を
含
む
）
課
税
課
で
も

１１

お
預
か
り
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

税
務
署
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。
ご
来
場
の
際
に
は
申
告
に
必

要
な
資
料
・
筆
記
用
具
・
電
卓
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

各
地
方
自
治
体
が
自
主
性
を
発
揮

し
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
、
国
（
所
得

税
）
か
ら
地
方
（
市
・
都
民
税
）
へ

３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、
市
・
都

民
税
が
平
成　

年
度
課
税
分
か
ら
大

１９

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
の
場
合
は
、
平
成

〈平成１８年度まで〉

５％

都民税　２％

都民税　２％

市民税　３％

市民税　８％

都民税　３％

都民税　４％

市民税　６％

市民税　１０％

０円～
２００万円以下

計算例～計算方法は次のように変わります～

２００万円×５％＋（３００万円－２００万円）×１０％＝２０万円

▽課税所得３００万円の場合

　３００万円×１０％＝３０万円

※実際の税額計算には、このほかに人的控除の
　差に対応した減額措置が講じられます。

２００万円超～
７００万円以下

市・都民税３段階

５％、１０％、１３％
一律　１０％

４段階

１０％、２０％、３０％、３７％

　　 　６段階
５％、１０％、２０％、２３％、
３３％、４０％

所　得　税

市・都民税

所　得　税

〈今まで〉 〈これから〉

７００万円超
（課税所得）

１０％ 課税所得金額に関係なく一律１０％

１３％

〈平成１９年度から〉

　

市
・
都
民
税
は
、
前
年
の
所
得
額

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る「
所
得
割
額
」

と
、
所
得
額
に
か
か
わ
ら
ず
定
額
で

課
税
さ
れ
る
「
均
等
割
額
」
が
あ
り

ま
す
。こ
の
う
ち
、市
・
都
民
税
の「
所

得
割
額
」
の
税
率
が
税
源
移
譲
に
よ

り
一
律
に
な
り
ま
す
。

　

税
源
移
譲
前
は
、
所
得
に
応
じ
て

３
段
階
の
超
過
累
進
課
税
で
し
た
が
、

税
源
移
譲
後
は
、
一
律　

％
の
税
率

１０

で
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
多
く

の
方
の
場
合
、
市
・
都
民
税
額
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
・
都
民
税
の
「
所
得
割
額
」
の

税
率
が
一
律　

％
に
改
正
さ
れ
る
こ

１０

と
に
合
わ
せ
て
、
所
得
税
の
税
率
も

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

年
間
の
所
得
金
額
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
税
源
移
譲
前
と
税
源
移
譲
後

に
お
支
払
い
た
だ
く
市
・
都
民
税
と

所
得
税
の
合
計
額
は
、
基
本
的
に
変

わ
り
ま
せ
ん
。　

　

年
１
月
か
ら
徴
収
さ
れ
る
所
得
税

１９が
減
額
と
な
り
、
平
成　

年
６
月
か

１９

ら
納
付
さ
れ
る
市
・
都
民
税
額
は
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年
間
の

所
得
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
人
的
控
除

の
差
額
調
整
に
よ
り
所
得
税
と
市
・

都
民
税
を
合
わ
せ
た
負
担
額
が
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ

り
税
額
は
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住民住民 地方地方

国

行政
サービス

住民税

所得税 国庫補助金

移
譲
前

移
譲
後 住民住民 地方地方

国

行政
サービス

住民税
＋３兆円

所得税
△３兆円 国庫補助金

〜
平
成

〜
平
成　

年
度
か
ら
市
民
税
・
都
民
税
の
税
率
が

年
度
か
ら
市
民
税
・
都
民
税
の
税
率
が

１９１９

一
律

　

一
律　

％
に
な
り
ま
す
〜

％
に
な
り
ま
す
〜

１０１０

　

当
日
、
午
前
８
時
か
ら
中
央
公
民

館
入
口
で
配
布
す
る
整
理
券
の
番
号

順
に
受
け
付
け
ま
す
が
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
譲
渡
所
得
・
相
続
・
贈
与
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。

市
民
税
・
都
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

税
源
移
譲
に
よ
り
平
成

税
源
移
譲
に
よ
り
平
成　

年
度
か
ら

年
度
か
ら

１９１９

市
民
税
・
都
民
税
が
変
わ
り
ま
す

市
民
税
・
都
民
税
が
変
わ
り
ま
す

申
告
期
間

税
務
署
職
員
に
よ
る
確
定

申
告
書
作
成

市
民
税
・
都
民
税
所
得
割

額
の
税
率
変
更

税
源
移
譲
で
は
市
・
都
民

税
と
所
得
税
を
合
わ
せ
た

税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん



�　広報こまえ　平成 １９ 年（２００７ 年）１ 月 １５ 日

■表２　定率減税の廃止

平成１９年（度）

�
平成１８年（度）

廃　止
税額の７．５％相当額を控除（２万円を限度）市・都民税

税額の１０％相当額を控除（１２万５，０００円を限度）所　得　税

�給与所得者、夫婦子ども２人（子どもの１人は特定扶養）

負担増減
所　　得　　税市・都 民 税

給与収入
増　減１９年分１８年分増　減１９年度分１８年度分

７０００００７００１万３,０００１万２,３００３００万円
１万７,６００△４万７,６００５万９,５００１０万７,１００６万５,２００１３万９,５００７万４,３００５００万円
４万１,０００△７万１,２００１６万５,５００２３万６,７００１１万２,２００２９万７,５００１８万５,３００７００万円

　

市
・
都
民
税
と
所
得
税
で
は
、
人

的
控
除
額
に
差
が
あ
り
ま
す
。
従
っ

て
同
じ
収
入
金
額
で
も
市
・
都
民
税

の
課
税
所
得
は
、
所
得
税
よ
り
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
・
都
民

税
の
税
率
を
５
％
か
ら　

％
に
引
き

１０

上
げ
た
場
合
、
所
得
税
の
税
率
を
引

き
下
げ
た
だ
け
で
は
、
税
負
担
が
増

え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
々
の
納
税
者
の
人

に
よ
っ
て
、
納
税
者
の
税
負
担
が
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
表

１
参
照
）。

　

定
率
減
税
は
、
景
気
対
策
の
た
め

の
特
例
措
置
と
し
て
平
成　

年（
度
）

１１

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
済
状
況

の
改
善
等
を
踏
ま
え
、
税
源
移
譲
と

同
時
期
に
、
市
・
都
民
税
（
限
度
額

２
万
円
）
と
所
得
税
（
限
度
額　

万
１２

■表３　老年者の非課税措置廃止による経過措置

平成１８年度以降

�

平成１７年度

経過処置として

合計所得金額１２５万円
以下の方

平成１８年度は税額の３分の２を減額
平成１９年度は税額の３分の１を減額
平成２０年度は全額負担

課　税非課税

※この経過処置は、昭和１５年１月２日以前に生まれた方
が対象になります。

■表４　税額が変わる時期

所　得　税市・都民税所得の種類

平成１９年１月から平成１９年６月から給与所得

平成２０年３月の確
定申告から
（予定納税は平成
１９年７月から）

平成１９年６月から事業所得

平成１９年２月から平成１９年６月から年金所得

平成１９年１月から平成１９年１月から退職所得

　

昭
和
十
六
年
一
月

　
　
 
瀬  
之  
間  
紋  
重 
日
記
よ
り

せ 

の 

ま 

も
ん 
じ
ゅ
う

　

太
平
洋
戦
争
開
戦
間
近
の
世
の
中

の
動
き
を
、
当
時
東
京
航
空
計
器
に

勤
務
し
て
い
た
瀬
之
間
紋
重
さ
ん
の

日
記
か
ら
眺
め
て
み
ま
し
た
（「　

」

内
は
日
記
の
引
用
、現
代
仮
名
遣
い
・

当
用
漢
字
に
直
し
て
あ
り
ま
す
）。

一
日　

新
年
を
迎
え
「
中
島
先
生
外

生
徒
、
明
治
神
宮
へ
早
朝
参
拝
す
」

四
日
「
今
日
は
生
徒
は
江
の
島
鎌
倉

方
面
へ
行
軍
の
た
め
校
庭
に
集
合
七

時
出
発
、
元
気
良
く
後
は
火
の
消
え

た
様
な
始
末
…
…
夕
刻
ま
で
出
入
り

の
人
も
な
く
全
く
静
か
。
六
・
三
〇

漸
く
一
隊
は
夕
闇
の
う
ち
に
声
あ
り

の
帰
校
に
、
つ
と
安
堵
し
延
々
な
が

ら
夕
飯
を
忙
し
い
様
に
す
ま
し
た
」

八
日
「
新
春
早
々
の
初
雪
に
、
六
時

よ
り
生
徒
は
雪
と
共
に
猛
訓
練
だ
。

校
庭
で
参
四
廻
り
し
駆
け
足
、
そ
れ

よ
り
武
術
競
技
に
え
い
え
い
と
掛
け

声
高
く
、
次
第
次
第
に
曙
は
来
た
」

　

昭
和　

年
に
制
度
化
さ
れ
た
青
年

１０

学
校
が
、　

年
以
後
男
子
の
み
義
務

１４

制
に
な
っ
た
の
で
、
会
社
内
に
も
設

置
し
て
、
教
練
を
必
修
に
戦
時
教
育

を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。

十
四
日
「
今
日
は
会
社
で
生
徒
慰
労

の
甘
酒
を
作
っ
た
が
お
砂
糖
で
味
付

け
し
た
た
め
に
さ
ほ
ど
の
風
味
も
な

か
っ
た
」
こ
の
頃
は
砂
糖
も
配
給
制

に
な
り
一
般
家
庭
で
は
な
か
な
か
手

に
入
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

二
十
日
月
曜
「
今
日
も
相
当
外
出
多

く
皆
思
い
思
い
に
羽
を
伸
ば
し
た
様

に
に
こ
に
こ
顔
で
出
門
し
た
。
な
お

残
留
の
生
徒
は
好
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

音
楽
に
相
撲
に
、
そ
し
て
次
々
と
何

か
遊
び
事
を
見
つ
け
て
は
大
い
に
は

し
ゃ
い
で
い
た
」
こ
の
日
は
月
曜
日

だ
け
ど
、
電
力
を
無
駄
な
く
使
う
た

め
に
日
曜
日
を
勤
務
日
に
し
、
他
の

曜
日
を
工
場
ご
と
に
交
替
で
電
休
日

と
し
て
会
社
を
休
み
に
し
て
い
た
。

　

食
料
事
情
も
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
り
、

昭
和　

年
４
月
か
ら
米
の
配
給
制
と

１６

外
食
券
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
で
も

狛
江
は
自
然
が
豊
か
だ
っ
た
か
ら
、

七
日
「
堆
肥
作
り
、
山
芋
掘
り
成
城

の
山
へ
」
九
日
「
山
芋
掘
り
成
城
の

山
で
五
、
六
本
を
得
た
」
山
芋
掘
り

は
十
日
、
二
十
五
日
と
続
き
、
十
一

日
「
小
麦
へ
施
下
肥
」
な
ど
と
野
山

か
ら
の
恵
み
も
あ
っ
た
。

　

足
り
な
い
の
は
食
料
だ
け
で
は
な

い
。十
四
日「
午
後
に
は
出
入
り
の
大

工
様
か
ら
燃
料
を
分
配
し
て
貰
っ
た

の
で
当
分
は
助
か
る
。
最
近
の
様
に

燃
料
が
不
足
で
は
全
く
困
る
。
夕
刻

リ
ヤ
カ
ー
で
大
汗
を
絞
り
帰
宅
し

た
」
ガ
ス
も
石
油
も
な
い
頃
で
あ
る
。

　

前
年
９
月
に
内
務
省
が
出
し
た

『
常
会
整
備
要
項
』
が
い
よ
い
よ
実

施
に
な
っ
て
、
十
八
日
「
夜
は
常
会

初
の
集
会
で
冠
婚
葬
祭
等
を
始
め
そ

の
他
の
件
に
つ
き
相
談
あ
っ
て
一
〇

時
近
く
に
閉
会
帰
宅
し
た
」
前
年
国

民
精
神
総
動
員
本
部
か
ら
出
さ
れ
た

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
て
い
た
。「
七
時
よ
り
三
島

常
会
集
合
す
。
会
長
宅
に
て
、
出
席

二
〇
名
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和　

年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争

１２

は
果
て
し
な
く
続
き
、
十
九
日
「
今

日
は
暇
を
利
用
し
て
出
征
軍
人
へ
の

慰
問
袋
、
そ
し
て
心
か
ら
の
慰
問
文

を
認
め
て
送
る
こ
と
に
し
た
。」

　

そ
し
こ
の
年
の　

月
８
日
、
つ
い

１２

に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

　
　

井　

上　
　
　

孝

　
　
　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１５６　－

�給与所得者、単身世帯の場合

負担増減
所　　得　　税市・都 民 税

給与収入
増　減１９年分１８年分増　減１９年度分１８年度分

１万７,３００△４万９,６００６万２,０００１１万１,６００６万６,９００１３万５００６万３,６００３００万円
３万８,１００△７万１,７００１６万５００２３万２,２００１０万９,８００２６万４,５００１５万４,７００５００万円
６万７,４００△５万１００３７万６,５００４２万６,６００１１万７,５００４０万８,５００２９万１,０００７００万円

�年金受給者（平成１７年１月１日現在６５歳以上）、単身世帯

負担増減
所　　得　　税市・都 民 税

年金収入
増　減１９年分１８年分増　減１９年度分１８年度分

６,２００△１万３,９００１万７,４００３万１,３００２万１００２万７,４００７,３００２００万円
１万７,８００△５万１,１００６万３,９００１１万５,０００６万８,９００１３万４,２００６万５,３００３００万円
２万８,８００△７万７,０００１０万７,０００１８万４,０００１０万５,８００２１万１,０００１０万５,２００４００万円

�年金受給者（平成１７年１月１日現在６５歳以上）、夫婦２人世帯（配偶者は７０歳未満）

負担増減
所　　得　　税市・都 民 税

年金収入
増　減１９年分１８年分増　減１９年度分１８年度分

０００００００２００万円
１万２,５００△３万５,２００４万４,０００７万９,２００４万７,７００９万７,０００４万９,３００３００万円
２万３,０００△６万５,９００８万２,３００１４万８,２００８万８,９００１７万３,６００８万４,７００４００万円

■給与所得者および年金受給者の例による１８年（度）分との比較

　市・都民税と所得税の合計で平成１９年度の負担が増えているのは、定率減税の廃止によるものです。

※１　一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています（控除額により税額の増減あり）。
※２　所得税の１８年分は定率減税後の額を表示しています。
※３　市・都民税の１８年度分は定率減税後の額に均等割額を合算して表示しています。
※４　市・都民税の１９年度分は調整控除後の額に均等割額を合算して表示しています。
※５　年金収入が２４５万円以下の方の市・都民税は６５歳以上の方への非課税措置が廃止されたことに伴う経過措置で税額が平

成１８年度は３分の２、１９年度は３分の１が減額されることを見込んでいます。

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

■表１　調整控除額（所得税との人的控除差額の調整）

�と�のいずれか小さい額の５％
　�　所得税との人的控除額の差の合計額
　�　市民税・都民税の課税所得金額

課税所得金額が
２００万円以下

｛人的控除額の差の合計額－（課税所得金額－
２００万円）｝の５％
ただし、この額が２，５００円未満の場合は、２，５００
円とする

課税所得金額が
２００万円超

※原則として分離所得は対象外

（例）市・都民税と所得税の人的控除額

控除額の差所 得 税市・都民税控除の種類

５万円３８万円３３万円基 礎 控 除
５万円３８万円３３万円配 偶 者 控 除
５万円３８万円３３万円扶 養 控 除
１８万円６３万円４５万円特定扶養控除

例えば、控除額の差は、
単身世帯の場合：５万円
妻（７０歳未満）、子２人（１３歳、１７歳）
を扶養している世帯の場合：３３万円

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、　

歳

１７

６５

以
上
の
方
（
昭
和　

年
１
月
２
日
以

１５

前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

は
、
平
成　

年
度
ま
で
市
・
都
民
税

１７

が
非
課
税
で
し
た
が
、
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
措
置
が
平

成　

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
、
現
役
世

１８

的
控
除
の
適

用
状
況
に
応

じ
て
、
市
・

都
民
税
を
減

額
す
る
こ
と

代
と
同
様
の
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
急
激
に
税
の
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
経
過
措

置
が
平
成　

年
度
ま
で
と
ら
れ
て
い

１９

ま
す
（
表
３
参
照
）。

　

税
目
や
所
得
の
種
類
に
よ
り
、
税

額
が
変
わ
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
表
４
参
照
）。

５
�
０
０
０
円
）

の
経
過
措
置
が
廃

止
と
な
っ
た
た
め
、

税
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す

（
表
２
参
照
）。

市
・
都
民
税
に
調
整
控
除

を
新
設

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り

税
負
担
が
増
え
ま
す

老
年
者
の
非
課
税
措
置
廃

止
で
、
経
過
措
置
が
と
ら

れ
て
い
ま
す

税
額
が
変
わ
る
時
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
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は
「
終
身
年
金
」
と
「
確
定
年
金
」

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
老
齢
年
金
と
遺
族
一
時

金
が
支
給
さ
れ
、
支
給
額
は
掛
金
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

〔
掛
金
〕
月
額
６
万
８
�
０
０
０
円

を
上
限
と
し
て
、
希
望
す
る
加
入
口

数
の
掛
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

納
め
た
掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税

な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
国
民
年
金

基
金
�
（
５
２
８
５
）
８
８
０
０

 　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
以
下
「
控

除
証
明
書
」）の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成　

年
１
月
１
日

１８

か
ら　

月
２
日
ま
で
に
国
民
年
金
保

１０

険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、　

月
中

１１

に
「
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、「
控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ

れ
て
い
る
月
以
外
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
て
い
る
場
合
は
、「
控
除

証
明
書
」
と
併
せ
て
そ
の
月
分
の
国

民
年
金
保
険
料
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
３
日
か
ら

１８

１０

　

月　

日
ま
で
に
、
初
め
て
国
民
年

１２

３１

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

２
月
中
に
「
控
除
証
明
書
」
を
送
付

し
ま
す
。

　

紛
失
等
に
よ
る
再
発
行
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
�
０
５
７
０
（　

）
９
９
１
１

００

確
定
申
告
に
は
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

要
介
護
認
定
軽
度
者（
要
支
援
１
・

２
ま
た
は
要
介
護
１
の
方
）
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
、
介
護

１８

保
険
に
よ
る
特
殊
寝
台
等
の
貸
与

が
原
則
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
ま

た
、
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
の

１８

３０

経
過
措
置
期
間
も
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
要
介
護
認
定
軽
度
者

で
、
次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
方
に
つ
い
て
、
今
年
度

に
限
り
特
殊
寝
台
等
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〔
該
当
要
件
〕

▽
平
成　

年
３
月　

日
時
点
で
、

１８

３１

介
護
保
険
に
よ
る
特
殊
寝
台
の
貸

与
を
受
け
て
い
た
方

▽
平
成　

年
４
月
１
日
の
介
護
保

１８

険
制
度
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険

に
よ
る
特
殊
寝
台
の
貸
与
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
、
経
過
措
置
の
対

象
と
な
っ
た
方

▽
在
宅
で
の
日
常
生
活
を
続
け
る

上
で
市
長
が
必
要
と
判
断
し
た
方

▽
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら　

年

１８

１９

３
月　

日
ま
で
の
間
に
、
対
象
と

３０

な
る
品
目
を
購
入
し
、
同
日
ま
で

に
申
請
し
た
方

〔
対
象
品
目
〕

▽
特
殊
寝
台

▽
一
般
寝
台

▽
サ
イ
ド
レ
ー
ル

※
新
品
、
中
古
は
問
い
ま
せ
ん
。

〔
助
成
金
額
〕

　

対
象
品
目
を
購
入
し
た
際
の
合

計
額
の
う
ち
、
特
殊
寝
台
は　

万
１０

円
、
一
般
寝
台
は
５
万
円
を
限
度

額
と
し
、
そ
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

　

な
お
、
購
入
日
時
点
で
の
対
象

者
の
所
得
状
況
に
よ
り
、
助
成
額

が
異
な
り
ま
す
。

〔
申
請
書
類
〕

▽
申
請
書

▽
購
入
時
の
領
収
書
な
ど

※
領
収
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

申
請
書
の
販
売
者
証
明
欄
へ
の
記

載
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

　

３
月　

日
�
ま
で
に
高
齢
福
祉

３０

課
へ
。

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




　

平
成　

年　

月　

日
�
開
催
の

１８

１２

２５

市
議
会
第
４
回
定
例
会
で
、
須
田

眞
立
さ
ん
が
市
議
会
の
同
意
を
得

て
、
助
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
１
月
１
日
か
ら
４
年
間
で

す
。

　

須
田
さ
ん
は
、
日
本
大
学
法
学

部
を
卒
業
後
、
昭
和　

年
に
狛
江

４５

町
役
場
に
就
職
し
、財
政
課
長
、児

童
保
育
課
長
、
総
務
部
長
を
経
て
、

平
成　

年
４
月
か
ら　

年
９
月
ま

１１

１８

で
収
入
役
を
務
め
ま
し
た
。

�

�

�

�

�
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�

	




�

�




 
▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
８
時　

２８

３０

分
〜
午
後
５
時

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
８
時
ま

２５

で〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１８

民
税
（
第
４
期
分
）、
平
成　

年
度
国

１８

民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
分
）、
介
護

保
険
料
（
第
７
期
分
）
は
、
１
月　
３１

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　

平
成　

年
１
月
１
日
�
か
ら
欠
員

１８

と
な
っ
て
い
た
地
区
を
担
当
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
新
し
く
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

何
か
お
困
り
の
際
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〔
氏
名
〕
鈴
木
茂

〔
住
所
〕
和
泉
本
町
３
�　

�　
３４

１１

〔
電
話
番
号
〕
�
（
３
４
８
０
）
０

８
８
６

〔
担
当
地
域
〕
和
泉
本
町
３
丁
目
１

〜　

番
２５

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

 
〔
対
象
〕
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
て

い
る
方 市

税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

民
生
・
児
童
委
員
が
新
し
く

決
ま
り
ま
し
た

寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

▽　

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
（
要

６５
介
護
３
〜
５
）

▽
基
準
日
（
平
成　

年　

月　

日
）

１８

１２

３１

前
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
ま
た
は
認

知
症
で
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

〔
申
請
手
続
〕
対
象
と
な
る
方
の
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
上
、

福
祉
総
合
相
談
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お

持
ち
の
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

 　

任
期
満
了
に
よ
る
狛
江
市
議
会
議

員
選
挙
（
４
月　

日
�
執
行
）
に
伴

２２

う
、
立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
か

１４

ら〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

※
当
日
は
総
括
・
出
納
責
任
者
等
を

含
め
３
人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

 　

国
民
年
金
基
金
と
は
、
自
営
業
者

な
ど
の
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
が
、
よ
り
充
実
し
た
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
任
意
で
加
入
で
き

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

〔
加
入
で
き
る
方
〕　

歳
か
ら　

歳

２０

６０

ま
で
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
を
免
除
お
よ
び
猶
予
さ
れ

て
い
る
方
を
除
く
）

〔
年
金
の
種
類
〕
年
金
の
タ
イ
プ
に

狛
江
市
議
会
議
員
選
挙
立
候

補
予
定
者
説
明
会

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま

せ
ん
か

　

４
月
１
日
か
ら
、
宮
前
保
育
園

お
よ
び
三
島
保
育
園
の
受
け
入
れ

年
齢
が
満
８
カ
月
か
ら
満
６
カ
月

に
変
更
に
な
り
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
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平
成　

年
度
中
に
お
け
る
職
員

１９

の
欠
員
補
充
の
た
め
、
看
護
師
を

対
象
と
す
る
採
用
資
格
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

〔
採
用
予
定
日
〕
４
月
１
日

〔
職
種
〕
看
護
師

〔
受
験
資
格
〕

▽
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

４８

れ
の
方

▽
活
字
印
刷
に
よ
る
出
題
に
対
応

で
き
る
方

※
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方

公
務
員
法
第　

条（
欠
格
条
項
）に

１６

該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
込
書
配
布
〕
１
月　

日
�
ま

３１

で
職
員
課
で
配
布
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
）

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕
左
表
の
と
お
り

〔
提
出
書
類
〕

▽
受
験
申
込
書

▽
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と
成

績
証
明
書

▽
看
護
師
免
許
証
の
写
し

〔
試
験
日
〕２
月　

日
�
、　

日
�

１８

１９

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課
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■申込方法

１月１５日�から３１日�まで
に職員課へ（土・日曜日を
除く午前８時３０分～午後５
時）。

持参の
場　合

１月１５日�から２９日�まで
（消印有効）に、提出書類
および受験票送付代として
８０円切手を封筒に入れ、必
ず配達記録で〒２０１－８５８５
狛江市役所職員課へ。

郵送の
場　合

 
�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
３
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

�
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

 
〔
現
金
〕
和
泉
会
、
狛
江
市
畳
工
業

組
合
（
東
野
川
４
�
１
）、
Ｔ
＆
Ｍ
ク

ラ
ブ
加
藤
安
子（
和
泉
本
町
３
�　

）
１４

〔
物
品
〕
�
武
蔵
府
中
法
人
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課
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■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
出
張
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
等
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２９

４
時
〔
会
場
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の
身
長
、

体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２４

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月
５
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１７母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

１５

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
娠
中
の
方
（
初
産
婦
・
経
産
婦
）

を
対
象
に
、
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

な
る
べ
く
妊
娠
中
期
に
お
受
け
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
受
付
時
間
は

２６

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
２
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１８

年
８
月
８
日
〜　

月
７
日
生
ま
れ
）

１１

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診

票
・
髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
・
ピ

ン
等
※
対
象
者
に
は
個
別
に
予
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
学
級

　

５
・
６
カ
月
児
の
赤
ち
ゃ
ん
の
保

育
と
離
乳
食
（
初
期
）
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
す
。
受
講
中
は
民
生
委
員
が

赤
ち
ゃ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
１
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

２１

２８

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

最
近
、
狛
江
市
近
辺
に
集
中
し

て
偽
税
務
署
員
の
税
金
還
付
金
詐

欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

調
布
警
察
署
管
内
で　

月　

日

１０

１２

か
ら　

月　

日
ま
で
に
被
害
届
が

１２

１９

出
て
い
る
も
の
は
８
件
（
市
内
７

件
）、こ
の
ほ
か　

月
か
ら
約
２
カ

１０

月
間
で
未
遂
が　

件
も
あ
り
、
被

６４

害
額
は
９
２
２
万
円
（
市
内
約
７

７
３
万
円
）
と
多
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
等
が
留
守
番
を
し
て
い

る
お
宅
を
狙
っ
て
の
犯
行
が
多
く

起
き
て
い
ま
す
。

　

国
税
局
や
税
務
署
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

操
作
さ
せ
て
税
金
の
還
付
手
続
き

を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん

の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
〕
総

務
防
災
課
、
警
視
庁
生
活
安
全
総

務
課
�
（
３
５
８
１
）
４
３
２
１
、

調
布
警
察
署
�
０
４
２（
４
８
８
）

０
１
１
０
、
武
蔵
府
中
税
務
署
�

０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１
１

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〔
第
１
期
対
象
者
〕

　

生
後　

カ
月
か
ら　

カ
月
未
満

１２

２４

の
お
子
さ
ん
で
、
１
回
接
種
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

〔
第
２
期
対
象
者
〕

　

５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
で
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

に
１
回
接
種
し
ま
す
。
現
在
対
象

と
な
る
の
は
、
平
成　

年
４
月
２

１２

日
か
ら
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま

１３

れ
の
お
子
さ
ん
で
、
３
月　

日
ま

３１

で
が
接
種
期
間
と
な
り
ま
す
。

▽
麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
が
未
接

種
で
い
ず
れ
に
も
か
か
っ
て
い
な

い
お
子
さ
ん

　

原
則
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

▽
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
単
抗

原
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
お

子
さ
ん

　

第
１
期
対
象
者
は
、
接
種
し
て

い
な
い
ほ
う
の
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
ま
す
。

　

第
２
期
対
象
者
は
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

す
。

▽
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
お
子
さ
ん

　

か
か
っ
て
い
な
い
ほ
う
の
単
抗

原
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

　

一
度
も
麻
し
ん
や
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
７

歳
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
の
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や
、
不
明

な
点
の
あ
る
方
は
、
健
康
課
も
し

く
は
主
治
医
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３

４
８
８
）
１
１
８
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

　

市
で
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

住
民
が
地
域
の
犯
罪
の
発
生
情
報

や
不
審
者
の
目
撃
情
報
等
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
心
安
全

の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
「
地
域
安
心
安
全
情
報
シ
ス
テ

ム
」
の
登
録
活
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
登
録
者
数
は
１
�
０
１

１
人
（
１
月
１
日
現
在
）
で
、
情

報
提
供
件
数
は
１
８
４
件
、
う
ち

１
３
３
件
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
配
信
内
容
と
し
て
は
、
調

布
警
察
署
や
市
教
育
委
員
会
か
ら

の
犯
罪
発
生
情
報
、
不
審
者
出
没

情
報
等
各
種
防
犯
、
防
災
情
報
で

す
。

　

事
前
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
れ

ば
、
自
動
的
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。
登
録
し
て
い
な
く
て
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ア
ド
レ
ス
参
照
）

で
、
同
様
の
内
容
を
閲
覧
で
き
ま

す
。

▽
パ
ソ
コ
ン
か
ら　

http://w
w
w
.anshin-kom

ae.jp/C
o

m
m
unity

▽
携
帯
電
話
か
ら　

http://w
w
w
.anshin-kom

ae.jp/C
o

m
m
unity/m

obile/

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら　

htt
p://w

w
w
.city.kom

ae.toky
o.jp

　

な
お
、
掲
載
し
た
内
容
と
市
内

の
犯
罪
発
生
状
況
統
計
等
情
報
を

２
カ
月
に
一
度
ま
と
め
、「
こ
ま
え

安
心
安
全
情
報
ネ
ッ
ト
安
心
安
全

情
報
一
覧
表
」
と
し
て
発
行
し
、

小
・
中
学
校
や
各
地
域
セ
ン
タ
ー

等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り
の

強
化
、
防
犯
防
災
活
動
に
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�



�������������������������������

■
折
り
紙
教
室
「
お
ひ
な
さ
ま
色
紙

飾
り
」

〔
日
時
〕
２
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
対
象
〕
成
人
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
講
師
〕
磯
久
子
さ
ん
（
折
り

２５紙
講
師
）〔
参
加
費
〕
６
０
０
円
（
材

料
実
費
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

 
■
や
さ
き
や
ま
文
庫
「
折
り
紙
で
遊

ぼ
う
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

２０

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
第
三
小
学

１１

３０

校
図
書
室
〔
対
象
〕
主
に
小
学
生

（
低
学
年
の
参
加
は
な
る
べ
く
親
子

で
）〔
内
容
〕
折
り
紙
で
た
こ
な
ど
を

作
り
ま
す
〔
協
力
〕
た
ま
川
遊
び
の

会
※
毎
週
土
曜
日
午
前　

時
か
ら
午

１０

後
４
時
ま
で
一
般
開
放
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
遊
び
の
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

今
回
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
一
緒
に
人
形
劇
を
楽
し
み
ま

す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

　

時
〔
会
場
〕
第
一
小
学
校
〔
定
員
〕

１１先
着　

人
〔
内
容
〕
人
形
劇
サ
ー
ク

３０

ル
「
ス
ー
プ
」
に
よ
る
「
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
ペ
ル
シ
ャ
の
市
場
」〔
持
ち

物
〕
上
履
き
、
靴
袋

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
心
身
障
が
い
学
級
連
合
展
覧
会

　

小
・
中
学
校
の
心
身
障
が
い
学
級

の
子
ど
も
た
ち
や
調
布
養
護
学
校
・

府
中
養
護
学
校
・
久
我
山
盲
学
校
に

通
っ
て
い
る
市
内
在
住
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
期
間
〕
１
月　

日
�
〜
２
月
２
日

２２

�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
２
月
２

日
�
は
午
前
中
の
み
）。
た
だ
し
、泉

の
森
会
館
は
１
月　

日
�
か
ら
〔
会

２０

場
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー
お
よ
び

泉
の
森
会
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

■
新
春
映
画
の
集
い
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
と
炎
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
か

２０

１０

ら
〔
上
演
時
間
〕
２
時
間　

分
３７

〔
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１

 
■
特
別
消
費
生
活
相
談
「
若
者
の
ト

ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」（
悪
質
商
法
被
害

防
止
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・　

日
�
午

２５

２６

前　

時
〜
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は

１０
３
時
ま
で
）〔
会
場
〕
産
業
生
活
課
内

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
〔
内
容
〕

電
話
相
談
・
来
所
相
談

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

■
東
京
都
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
〜
ね
ぇ
み
ん
な
、
こ
の

金
額
に
目
を
留
め
て
〜

　

東
京
都
の
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成　

年　

月　

日
�
か
ら
、
左
表

１８

１２

３１

の
と
お
り
改
正
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

 
〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
労
働
局
賃
金

課
�
（
３
８
１
４
）
５
３
１
８

■産業別最低賃金一覧
時間額（円）業　　　種
８１０鉄鋼業　　　　　

７９８一般産業用機械・装置、真空装置・
真空機器製造業

７９４電気機械器具、情報通信機械器具、
精密機械器具製造業

７９７
自動車・同附属品製造業、船舶製
造・修理業、舶用機関製造業、航
空機・同附属品製造業

７９４出版業
７７０各種商品小売業

 
■
子
育
て
支
援
講
座
〜
小
・
中
学
生

の
居
場
所
に
つ
い
て
、
南
部
地
域
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
〜

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展

示
・
多
目
的
室
〔
内
容
〕
講
演
と
意

見
交
換
会
〔
講
師
〕
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
役
員
お
よ
び
事
務

局
職
員

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

■
消
費
生
活
市
民
講
座
「
地
デ
ジ
っ

て
な
ぁ
に
？
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
（
大
人
の
み
）〔
講
師
〕
総
務
省

４０関
東
総
合
通
信
局
職
員
〔
持
ち
物
〕

筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕１
月　
１６

日
�
午
前
９
時
か
ら
産
業
生
活
課
へ
。

■
男
の
料
理
教
室
「
体
の
あ
た
た
ま

る
キ
ム
チ
鍋
と
野
菜
の
ピ
ク
ル
ス
」

〔
日
時
〕
２
月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
１
時
〔
対
象
〕
成
人
男
性
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
小
林
秀
子

１５

さ
ん
（
料
理
研
究
家
）〔
持
ち
物
〕
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
〔
参
加

費
〕
９
０
０
円
（
材
料
実
費
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。
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▽
事
業
者
規
制
の
見
直
し

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
不
正

に
よ
っ
て
指
定
を
取
り
消
さ
れ

た
事
業
者
は
、
一
定
の
年
数
を

経
な
い
と
指
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
指
定
は
更

新
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
不

適
正
な
事
業
者
は
、
指
定
の
更

新
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。　

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

　

介
護
保
険
制
度
は
、
利
用
者

が
自
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

者
を
選
ん
で
事
業
者
と
契
約
を

結
び
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
者
が
適
切
な
事
業
者
を
選
択

で
き
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
（
訪
問
介
護
・
訪
問
入

浴
介
護
・
訪
問
看
護
・
通
所
介

護
・
福
祉
用
具
貸
与
・
居
宅
介

護
支
援
・
特
定
施
設
入
所
者
生

活
介
護
・
介
護
老
人
福
祉
施

設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
）
に
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
運
営
状
況
の

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

情
報
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
よ

り
適
切
な
事
業
者
が
利
用
者
か

ら
選
ば
れ
、
ま
た
事
業
者
も
利

用
者
に
選
ば
れ
る
よ
う
自
主
努

力
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。
情
報
は
、http://w

w
w
.fukunavi.or.jp

で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課
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ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ

ト
通
販
を
悪
用
し
た
業
者
等
の
苦

情
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ネ

ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
落
札
や

ネ
ッ
ト
通
販
で
前
払
い
し
た
の
に

商
品
が
届
か
ず
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
取
引
は
時
間
制
限
も
な

く
便
利
で
す
が
、
顔
の
見
え
な
い

取
り
引
き
の
た
め
、
相
手
の
信
用

度
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
に
あ

っ
て
も
救
済
は
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。
利
用
の
際
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ご
注
意
を
�

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
…

▽
出
品
者
の
評
価
を
事
前
に
調
べ

る
▽
前
払
い
は
し
な
い
▽
高
額
な

取
引
は
代
引
き（
代
金
引
き
換
え
）

や
、
エ
ク
ス
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
出

品
者
と
落
札
者
の
間
に
業
者
が
入

っ
て
、
お
金
や
商
品
の
流
れ
を
取

り
仕
切
っ
て
く
れ
る
有
料
サ
ー
ビ

ス
）
の
利
用
を
▽
相
手
の
住
所
、

氏
名
、
固
定
電
話
を
確
認
し
印
刷

し
て
お
く
。

　

万
が
一
、
被
害
に
遭
っ
た
ら
す

ぐ
に
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�

�

�

�
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市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
利

用
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な

る
よ
う
検
索
機
能
の
充
実
と
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
を
中
心
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

■
主
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容

▽
「
出
産
・
子
育
て
」「
学
校
」

「
健
康
」「
福
祉
」
な
ど
の
キ
ー
ワ

ー
ド
か
ら
の
検
索
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

▽
課
名
か
ら
の
検
索
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

▽
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
新
た

に
作
り
、
行
事
等
を
種
類
ご
と
や

時
系
列
順
に
見
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

�
�
�
�
�
�
�
�
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■
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
は
３
月　

日
３１

�
に
廃
止
し
ま
す

　

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
調
布
都

市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
着
工

１７

に
伴
い
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
場
の
利
用

は
３
月　

日
�
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３１

　

な
お
、
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
、

決
定
次
第
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

■
市
民
総
合
体
育
館
が
一
時
停
電
し

ま
す

　

１
月　

日
�
は
、
午
前　

時
ま
で

１８

１０

電
気
設
備
の
点
検
を
行
う
た
め
一
時

停
電
し
ま
す
。
そ
の
間
、
受
付
事
務

は
行
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

 
■
狛
江
市
国
際
交
流
協
会
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

〔
日
時
〕
３
月
４
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
５
時（
親
睦
会
含
む
）〔
会
場
〕中

央
公
民
館
〔
内
容
〕
海
外
出
身
の
方

々
に
よ
る
日
本
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
で
、
テ
ー
マ
は
自
由
。
年

齢
・
日
本
語
の
習
熟
度
等
は
問
い
ま

せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

５
日
�
ま
で
に
、
市
民
協
働
課
（
国

際
交
流
協
会
事
務
局
）
へ
。

■
狛
江
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委

員
　

狛
江
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条

例
に
基
づ
く
狛
江
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
市
教
育
委
員
会
の
諮

問
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審

議
し
、
答
申
し
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
平
成　

年
４

２０

１９

月
１
日
現
在
）
で
市
内
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
〔
募
集
人
員
〕
２
人
以
内
〔
任

期
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月

２１

　

日
ま
で
の
２
年
間

３１〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
「
将
来
の

３１狛
江
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」（
８
０
０
字
程
度
。
様
式

自
由
）
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
ス
ポ
ー
ツ

の
経
歴
を
明
記
し
て
、
持
参
ま
た
は

郵
送
（
〒
２
０
１
�
０
０
０
３
和
泉

本
町
３
�　

�
１
）
体
育
課
�
（
３

２５

４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

 
�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
女
性
問
題
講

座
「
女
の
身
体
の
不
思
議
を
知
る
〜

中
医
学
か
ら
見
る
女
の
身
体
〜
」

〔
日
程
お
よ
び
内
容
〕
▽
２
月
３
日

�
「
妊
娠
・
出
産
を
通
し
て
そ
の
不

思
議
を
知
る
」
▽
２
月　

日
�
「
食

１０

と
身
体
の
関
係
�
調
理
を
通
し
て
実

践
的
に
学
ぶ
」（
一
品
料
理
と
お
茶
）

〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕

１０

中
央
公
民
館
〔
講
師
〕
高
島
系
子
さ

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
み
〜
ん

な
元
気
に
食
べ
て
る
か
な
？
も
ぐ

も
ぐ
カ
ミ
カ
ミ
教
室
」（
後
期
・
完

了
期
離
乳
食
教
室
）　

〔
日
時
〕２

月
５
日
�
午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
保
護
者

３０〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
狛
江
栄

２５

養
士
会
に
よ
る
お
話
と
試
食
〔
参

加
費
〕
２
０
０
円
（
試
食
・
資
料

代
）
※
保
育
あ
り
。
申
し
込
み
時

に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
〔
申

し
込
み
〕
参
加
費
を
も
っ
て
直
接

セ
ン
タ
ー
へ
。

�
和
泉
児
童
館　
　
　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク 
〔
日

時
〕
１
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２４

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
午
前　

１０

１１

時
か
ら
〔
対
象
〕
Ａ
ク
ラ
ス
１
〜

２
歳
児
親
子
、
Ｂ
ク
ラ
ス
３
歳
児

親
子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込

３０

み
〕　

日
�
か
ら

１６

■
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
〔
日
時
〕

１
月　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時

１７

〔
対
象
〕
小
学
生

■
映
画
会
「
ド
ラ
え
も
ん
・
怪
物

く
ん
」　

〔
日
時
〕１
月　

日
�
午

２９

後
３
時
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ふ
れ
あ
い
の
音
楽
会　
〔
日
時
〕

２
月
３
日
�
午
前　

時
〜
正
午

１１

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
・
小
学
生

〔
内
容
〕
音
大
生
に
よ
る
演
奏
会

〔
申
し
込
み
〕
１
月　

日
�
か
ら

２２

◎
狛
江
子
ど
も
の
家 

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１
月　

日
１８

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

◎
多
摩
川
保
育
園　
　
　
　
　
 

　

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
人
形
劇
（
ス
ー
プ
）
と
園
庭
開

放　
〔
日
時
〕１
月　

日
�
午
前　

２５

１０

時
〜　

時
１１

������������������������������������������������������������������

������������	�


�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
会
員

さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

先
輩
サ
ポ
ー
ト
会
員
さ
ん
の
話
を

聞
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
２
月
２
日
�
午
前　

時
１１

〜
正
午

〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

（
火
〜
土
曜
日
午
前　

時
〜
午
後

１０

６
時
）
へ
。

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

ん
（
中
医
学
ラ
イ
タ
ー
）〔
定
員
〕　
２０

人
〔
受
講
料
〕
各
回
２
０
０
円
※　
１０

日
�
は
別
途
、
材
料
費
実
費
１
０
０

円
程
度
必
要
。

�
中
央
公
民
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■ 
狛
江
の
遺
跡
展　
〔
日
時
〕
１
月

　

日
�
〜　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後

１７

３１

９
時

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
〔
内
容
〕
▽
１
月　

日
�
〔
絵

２２

本
〕
た
の
し
い
ふ
ゆ
ご
も
り
・
き
こ

り
と
お
お
か
み
・
し
ん
せ
つ
な
と
も

だ
ち
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
あ
し
た
は

２９

て
ん
き
・
し
ば
い
の
す
き
な
え
ん
ま

さ
ん
・
か
え
る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
３
時　

１９

３０

分
か
ら
〔
対

象
〕
幼
児
〜

小
学
校
低
学

年
〔
絵
本
〕

だ
る
ま
ち
ゃ

ん
と
て
ん
ぐ

ち
ゃ
ん
〔
お

話
〕
だ
ん
だ

ん
の
み
〔
折
り
紙
〕
お
に

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▽
お
は
な
し
会
「
お
は
な
し
お
ば

さ
ん
の
玉
手
箱
」

〔
日
程
〕
２
月
３
日
�

〔
時
間
〕
▽
未
就
学
児
と
保
護
者

　

午
前　

時
か
ら
※
事
前
の
申
し

１０

込
み
が
必
要
で
す
▽
小
学
生　

午

前　

時
か
ら
※
直
接
会
場

１１
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
講
師
〕
藤
田
浩
子
さ
ん

（
語
り
部
）

▽
講
演
会
「
絵
本
と
鳥
の

巣
の
不
思
議
」

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午

１８

後
１
時　

分
か
ら

３０

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
対
象
〕
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で

〔
定
員
〕
先
着　

人
５０

〔
講
師
〕
鈴
木
ま
も
る
さ
ん
（
絵

本
作
家
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１

月　

日
�
午
前　

時
か
ら
中
央
図

１７

１０

書
館
窓
口
ま
た
は
�（
３
４
８
８
）

４
４
１
４
へ
。

�

�

�

�

�

�

�
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「バサラ山スケッチ通信　ぼくの鳥の巣探検」
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